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論    文    の    要    旨 
 本研究は、平面四座 PNNP-R 配位子 (PNNP-Ph: 2,9-bis ((diphenylphosphino)methyl)-1,10-
phenanthroline, PNNP-Cy: 2,9-bis ((dicyclohexylphosphino)methyl)-1,10-phenanthroline)を有する鉄錯体





第一章では、まずリン上置換基の異なる二つの PNNP-R (R = Ph, Cy)配位子を有する鉄(II)錯体
[FeCl2(PNNP-Ph)] (1a)および[FeBr2(PNNP-Ph)] (1b)の合成について述べている。さらに、錯体 1aの
NaBEt3H による還元反応が検討されており、これにより生成する鉄（0）錯体[{Fe(PNNP-Ph)}2(µ-













































２０１９年 ２ 月 １４ 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
